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毎
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、
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築
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計
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て

い
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今
年
も
学
生
た
ち
の
力

作
が
出
揃
い
、
各
大
学
で

選
考
会
が
実
施
さ
れ
、
優

秀
作
品
が
決
定
さ
れ
た
。

受
賞
者
へ
は
３
月
に
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の
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達
が
行
わ
れ
た
。
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通
り
。
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優
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▽
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、
伊
藤
愛
莉

（
以
上
、
大
分
大
学
）

▽
菅
大
輝

（
日
本
文
理
大
学
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【
優
秀
賞
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▽
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本
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田
原
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松
岡
遼

（
以
上
、
大
分
大
学
）

▽
鈴
木
丈
一
朗

（
日
本
文
理
大
学
）
。

こ
の
大
分
県
内
大
学
建
築
設

計
作
品
展
は
、
大
分
大
学
、
日

本
文
理
大
学
に
在
籍
す
る
学
生

を
対
象
に
、
優
秀
な
建
築
設
計

作
品
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

１
９
９
７
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
今
年
で
28
回
目
と
な
り

ま
す
。

作
品
展
は
、
設
計
課
題
や
審

査
基
準
は
設
け
ず
、
各
大
学
か

ら
２
作
品
以
上
を
推
薦
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
学
生
に

作
品
展
へ
参
加
し
て
も
ら
い
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
で

活
躍
す
る
建
築
士
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
社
会
へ
と
進
ま
れ

る
皆
さ
ま
に
は
、
次
世
代
を
担

う
社
会
人
と
し
て
、
未
来
に
希

望
を
持
ち
、
健
康
で
明
る
く
、

何
事
に
も
努
力
を
し
て
、
立
派

な
社
会
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

大学生の建築設計優秀作品大学生の建築設計優秀作品

　人間中心に構築される世界。現在まで人間の
生活に必要のないものはすべて淘汰し、暮らし
の効率化を図ってきた。
　そこで、都市の中での人間も含めた生態系の
在り方を考え、本提案では、制御不能な自然に
対峙することで人間の創造力や身体性を刺激す
る暮らしを提案する。
　今回の計画敷地は大分市府内。飲食店を中心
に栄える商業地域である。この場所において、
生態系と共存するための三つのプログラムを挿
入する。①都市ごみをたい肥化させてランドス

ケープに還元する②グレーチングの足場による
ライフスタイルや植物の成長、侵食に合わせる
暮らし③生態系の活動を拡大する装置の設計を
する―の三つだ。
　計画敷地のビルをすべてスケルトンインフィ
ルにし、この三つのプログラムをその中に挿入
していく。こうして、まちが自然に覆われると
き、自然と都市がせめぎ合う中で、生命力の溢
れる生活が始まる。

　18世紀後半、寛政の改革によって全ての賭
博が禁止となった。現在では公営ギャンブル
という形でパチンコ、競馬、競輪などの施設
が各地に建設され続け、2025年には大阪にカ
ジノが整備される。こういった賭場はその地
に根付く文化ではなく、歴史性と場所性を持
たない。
　しかし、熊本県人吉市鍛冶屋町通に残るウン
スンカルタは全国で唯一、現代まで残り続け、
歴史性と場所性を持つ賭博の一つである。そん
なウンスンカルタには「生活と賭場の関係の乖
離」「ウンスンカルタによるコミュニティーの衰
退」の二つの課題があり、本計画では鍛冶屋町
通にある住空間・商業空間と密接な賭場とウン

スンカルタを媒介とした新たなコミュニティー
の創生を提案する。
　設計プロセスとしては、鍛冶屋町通に面する
建築物の軒をカルタの縦横比２：３に合わせ延
長し、賭場と住空間・商業空間の機能が拡張で
きる空間を作り出し、通りの中央には大人数で
賭博を行える大賭場を計画する。そして、既存
の塀を活用して新たな路地を作り出すことで賭
博における心理的変化を与えるように計画して
おり、この賭場によってウンスンカルタを媒介
としたコミュニティーが生まれる。
　この提案によって、ウンスンカルタの運命が
どうなるか、この建築に運命を賭ける。これが
「建築賭博」の語の所以である。

　現代社会の大きな課題の一つは、人々の分断
と地域のアイデンティティーの喪失である。都
市の発展とともに空間が機能ごとに区分され、
異なる人々の交流が生まれにくくなった。ここ
である意味、ここにいる意味に気付きにくくな
りつつある。だがそれは、土地が歩んできた歴
史や、いま隣にいる人や風景が教えてくれてい
るはずなのだ。
　西大分は古くから港町として栄えたが、近代
化の中で街の形は変化を続け、いまは各エリア
のつながりが失われた。観光地としての可能性
がありながらも、人と人、地域と地域をつなぐ
場が不足している現状がある。
　そこで私たちは、西大分港を三つのブリッジ

で囲み、土地と海をつなぐことで、異なるエリ
アを一体化させる建築を提案する。この空間は
「待つ・学ぶ・暮らす」などの多様な滞在機能を
持ち、人々が自然に出会い、交流する場となる。
　土地が語る歴史を受け継ぎ、新たな物語を紡
ぐことで、西大分の持続可能な未来を描く。

　ここ数年、建築業界では建築費の高騰、人口
減少による供給過多などの問題から、既存の資源
を活かした「リノベーション」という手法が注目
されている。良いところを磨き上げ、欠点を補強
し、社会に戻すことで残されてきた建物には、そ
こで過ごされてきた時間と歴史が刻まれている。
　対象物件は、別府市内にある築80年程の住宅
で、元はある外務大臣の静養のために用意さ
れ、用途を変えながらも現在までその価値を継
承するように残されてきた。
　一方で現代人は、様々なストレスを抱える
中、自分を労わる時間を持てずに疲弊している
人が多い。ならば住まいは、自分の心を許せる
安全地帯とし、再び社会へと戻っていける場所

であってほしい。
　そこで、日常を過ごす中で疲弊した心身を、
湯を中心とした暮らしの中に置き、自分を見つ
め直し、癒すことを「湯塒」とし、この建物の
持つ療養と土地が持つ温泉というポテンシャル
をリノベーションの手法により交えることで、
湯塒が完結するという住まいを提案する。
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